
◇2022 年度 トレーナー検定試験の概要◇ 

2022 年 8月 15 日 

 

J-SHINE では、小学校英語指導者育成トレーナー(以下、J-SHINE トレーナー)資格取得の 

ための検定試験を年に 1 回実施しています。 

 

試験は、口述試験（2018 年度までは筆記試験）と実技試験で構成されています。それぞれ 

独立した試験で、同時期に受験することも、時期を分けて受験することも可能です。一方に 

合格すれば、その権利は 3 年間有効です。*1  

いずれか一方に合格してから 3 年以内にもう一方の試験にも合格すればトレーナー資格を

取得できます。資格の有効期間は 4 年間です。 例）2018 年度に筆記試験  実技試験を受

験し、筆記試験に合格した場合、翌年以降も実技 試験を受験して不合格が続いた場合でも、

2022 年に実技試験に合格すれば、2022 年にトレーナー資格を取得することができます。

*2 

 2018 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

筆記 （口述）試験 合格 - - - 

実技試験 不合格 不合格 不合格 合格 

＊1 2019 年度は COVID-19 の影響により、検定試験を実施しませんでした。そのため、2019 年度は 3 年

間に含みません。 

＊2 2018年度までにどちらかの試験に合格している場合、その合格の権利は特例措置として1年間延長し、

４年間となります。 

 

現在トレーナー資格保持者は国内外に 123 名（2022 年 6 月時点）です。 

小学校現場で指導されている方、地域の教育アドバイザーとして活躍されている方、国内外

の登録団体のインストラクターとして指導者の養成にあたる方、大学や短大で学生の指導を

されている方、また大学院に進み専門的に研究する方など、活躍の場が拡がっています。 

 

 

〔J-SHINE が目指すトレーナー像〕 

 小学校英語教育に関する十分な知識を持っていること 

 小学校外国語 外国語活動の指導者として十分な指導技術を持っていること 

 高いコミュニケーション能力を持ち、指導者への適切なアドバイスができること 

 英語で指導者研修ができる英語力があること 

 共生社会に貢献できる協調性があること 



◇トレーナー検定試験の受験資格◇ 

次の A~Dの条件をすべて満たす方が受験可能となります。 

A. 小学校英語指導者資格 (J-SHINE の資格) をお持ちの方 

※試験当日、ご本人様確認のために資格証明書（IDカード）の提示を求めます。 

B. 英語で指導者研修のできる方 

C. 幼児 児童への英語指導経験が 400 時間以上の方 

D. 英語力…次のいずれかのレベルをクリアしている方 

英検準 1 級、TOEIC（L&R, S&W）1095、TOEFL (iBT)72、CAMBRIDGE 160、 

IELTS 5.5、TEAP330、TEAP(CBT)590、GTEC1190  

※受験申込時に証明書の提出を求めます。 

 

◇2022 年度小学校英語指導者育成トレーナー検定試験実施要領◇ 

1.試験日 

※試験の 10 日ほど前に、事務局と受験生による、Zoom の接続テストを行うことを予定 

しております。（希望者のみ）  

 

（1）実技試験 

実技試験は、小学校教員や ALT のモデルとなる外国語 外国語活動の授業ができるか。 

また、授業者の指導力育成のために適切なコメント アドバイスができるかという観点から、 

小学校英語指導者育成トレーナーとしての能力を見るものです。 

 

試験日 試験時間 流れ 

2023 年 2月 23 日 

（木 祝） 

午前 

 

1. 準備 

2. 模擬授業（英語） 

3. 指導者へのコメント アドバイス （日本語） 

※ 上記 1-3 を順番に実施 

１グループ３～４名の受験者に対して、オンラインで行います。受験者及び試験官 3 名は 

カメラオンで試験を実施します。題材の提示後、授業準備をし（５分）、１人ずつ模擬授業 

（５分）を行います。その間、他の受験者は模擬授業を参観し、その後コメント アドバ

イスをします（各３分）。30 名程度のクラスでの指導を想定して授業を組み立ててくださ

い。 手に持てる B4 程度のスケッチブックやホワイトボードとマーカー等を使うことは可

能です。スケッチブックやホワイトボードは模擬授業中のみ使用可能です。準備時間中に



授業準備のためのメモを取ることは構いませんが、スケッチブックやホワイトボードに絵

を描いたりする準備はできません。 

 

（2）口述試験*1  

言語習得や言語教育の理論、現在の外国語  外国語活動の制度や運用に関する知識と、それ

らを教育現場に応用する能力を見るものです。 

*1 2018 年度までに筆記試験に合格している方は、口述試験を受験する必要はありません。 

試験日 試験時間 流れ 

2023 年 2月 23 日 

（木 祝） 

午後 1. 第二言語習得（日本語） 

2. 小学校英語の現状と課題 

3. 英語指導法（日本語または英語） 

１．試験時間は 30 分  

２．試験は一人一人個別に行う。設問に対して口述で答える形式。  

３．各設問に対する解答は制限時間内にすること。  

４．解答中に必読書  参考図書などの資料や自分で作成したメモ等を参照することは構わな

い。口述試験では、事実を正確に覚えているかどうかという知識のみならず、制度や理論を

深く理解し、それを基にカリキュラムの組み方や教室活動を指導できる実践的な能力があ

るかどうかを見ています。 

 

口述試験の使用言語は、領域ごとに１  日本語もしくは英語」２  日本語のみ」３  日本語 

もしくは英語」ですが、英語指導法では英語の能力を問うために英語のみで解答する設問も 

あります。 

受験者はカメラオンでの受験としますが、試験官はカメラオフで質問をします。 3.の英語

指導法では画面共有で英文を掲示するので、受験生は提示された英文を読んだ上で 質問に

答えます。 

 

2.試験会場 

ZOOMにて 

(1) Zoom のインストール 

 Zoom でのオンライン受験ができるように、事前にアプリ等をインストールし、カメラ 

マ イクが使用できる環境整備をお願いいたします。Zoom のインストールについては、以

下の サイトをご参照ください。受験の際には画面上の指示文や文章を読むことになりま

すので、 PC やタブレットのご使用を推奨いたします。  

https://zoom.us/jp-jp/meetings.html  



(2) 受験の環境 オンラインでの受験に向けて環境整備をお願いいたします。  

1. インターネット回線のトラブルがなく、安定した接続ができること  

2. 室内に他者がいない環境で受験できること  

3. 受験者は顔の表情が識別でき、手元まで含めて上半身がはっきり映る状態で Zoom に

カメラオンで参加できること  

4. 受験者の声が試験官にしっかり聞こえるような静かな環境、あるいはマイクなどの設備 

 

3. 検定試験の申し込み手続き方法 

HP（フォームから）受付。 

※その後、メールと書類のやり取りをさせていただきます。 

 

４．受験料 

各 15,000 円 

※口述試験と実技試験を同時に受ける方は合計 30,000 円。 

※お支払い方法は申し込み手続き後、メールにてご案内いたします。 

メール到着後、10日以内にお支払いください。 

10 日を超過してお支払いがない場合、申し込みはキャンセルさせていただきます。 

 

５．お支払い方法  

J-SHINE ホームページからクレジットカードで決済していただきます。 

なお、お支払いいただいた受験料はいかなる場合でも返金いたしません。 

 

６．申込み受付期間 

2022 年 10 月 17 日（月）11:00 から 2022 年 12 月 12 日（月）17:00 まで 

 

７．その他 

試験のための必読書と参考図書 

【必読書】  

1. 和泉伸一 (2016).『第 2言語習得と母語習得から 言葉の学び」を考える』アルク.  

2. 文 部科学省  (2017). 『 小学校外国語活動 外国語  研 修ガイドブック』 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1387503.htm  

http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1387503.htm


3. 文部科学省 (2018). 『小学校学習指導要領解説 （平成 29 年告示）外国語活動  外国語編』

開隆堂出版.  

4. 国立教育政策研究所教育課程研究センター (2020). 『 指導と評価の一体化」のための学

習評価に関する参考資料 小学校外国語 外国語活動』東洋館出版社.  

5. 上智大学 CLT プロジェクト（編）(2014). 第三章 理論編」『コミュニカティブな英語

教育を考える』アルク. (理論編のみを必読書として指定)  

6. Pinter, A. (2017). Teaching young language learners (2nd ed.). Oxford University Press.  

 

【参考図書】 

1. 小学校英語教育学会 20 周年記念誌編集委員会(編) (2020).『小学校英語教育ハンドブッ

ク ―理論と実践―』東京書籍. 

2. 泉惠美子  小泉仁  築道和明  大城賢  酒井英樹(編) (2020). 『すぐれた小学校英語授業: 

先行実践と理論から指導法を考える』研究社.  

3. 村野井仁 (2006). 『第二言語習得研究から見た効果的な英語学習法  指導法』大修館書店.  

4. バトラー後藤裕子 (2021). 『デジタルで変わる子どもたち 学習  言語能力の現在と未来』

ちくま新書. 

5. 小学校英語検定教科書  

開隆堂出版 (2020). Junior Sunshine 5. 

開隆堂出版 (2020). Junior Sunshine 6. 

学校図書 (2020). JUNIOR TOTAL ENGLISH 1. 

学校図書 (2020). JUNIOR TOTAL ENGLISH 2. 

教育出版 (2020). ONE WORLD Smiles 5.  

教育出版 (2020). ONE WORLD Smiles 6.  

啓林館 (2020). Blue Sky elementary 5. 

啓林館 (2020). Blue Sky elementary 6.  

三省堂 (2020). CROWN Jr. 5.  

三省堂 (2020). CROWN Jr. 6.  

東京書籍 (2020). NEW HORIZON Elementary English Course 5. 

東京書籍 (2020). NEW HORIZON Elementary English Course 6. 

光村図書 (2020). Here We Go! 5.  

光村図書 (2020). Here We Go! 6.  

6. 新学習指導要領対応小学校外国語活動教材 

文部科学省 (2018).『Let’s Try! 1』東京書籍.  

文部科学省 (2018).『Let’s Try! 2』東京書籍.  

7. Lightbown, P. & Spada, N. (2013). How languages are learned (4th ed.). Oxford 

University Press.  



8. Nunan, D. (2015). Teaching English to Speakers of Other Languages: An  

Introduction. Routledge. 

 


